平成28年4月8日

会員　各位
  公益社団法人　日本理学療法士協会
                                                                 第56回近畿理学療法学術大会
大　会　長　　上西　啓裕
準備委員長　　小池　有美
第56回近畿理学療法学術大会開催日程と演題募集のお知らせ（第1報）

時下、会員各位におかれましては、ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。

さて、第56回近畿理学療法学術大会を下記のとおり開催いたします。本学術大会は、昨年の兵庫県での
大会と同様に、２日間の開催を予定しております。

今回はリハビリテーション専門医による講演や複数のシンポジウム、専門領域に準じた教育セミナーと、日本理学療法士協会半田会長による『日理協共催企画講演』など、盛りだくさんの内容を企画しております。理学療法士は基より、学生や他職種の方々にも参加して頂ける大会になればと考えています。
是非この機会に、会員の皆様の日頃の研究成果や検討症例を発表して頂きたく、一般演題募集のご案内を申し上げますと共に、多くのご参加をお待ちしております。
記
開 催 日 時 ： 平成28年11月26日（土）13:00  ～　27日（日） 16:00
会　　    場 ： 和歌山県民文化会館（和歌山市小松原通1丁目1番地　和歌山県庁正門前）

大会テーマ  ： 「理学療法の可能性 －医療・介護　あらゆる分野でその潜在性を探る－」
・特別講演１：「在宅生活に向けた摂食嚥下障害への対応」

講師：椿原彰夫（川崎医科大学　リハビリテーション医学教室　教授）
・特別講演２：「治療としてのリハビリテーション－細胞レベルで変化させうるその可能性－」
講師：田島文博（和歌山県立医科大学　リハビリテーション医学　教授）
・日理協共催企画講演：「地域包括ケアシステムそして平成30年度医療・介護保険改定に向けた
理学療法士の現状と課題」

講師：半田一登（公益社団法人日本理学療法士協会　会長）
・シンポジウム：「サルコペニア，フレイル，ロコモティブシンドロームを整理する」
「サルコペニアとフレイル　－ロコモとの相違について考える－」
講師：荒井秀典（国立長寿医療研究センター　老年学・社会科学研究センター長）
「サルコペニア，フレイルの予防と改善」
講師：山田　実（筑波大学大学院人間総合科学研究科　生涯発達専攻准教授）
・シンポジウム：「認知機能改善のアプローチ　－運動処方の可能性を探る－」
「糖尿病とアルツハイマー病の病態連関」
講師：里　直行（大阪大学大学院医学系研究科　臨床遺伝子治療学准教授）
「MCI（軽度認知症）高齢者への運動療法効果」
講師：牧迫飛雄馬（国立長寿医療研究センター予防老年学研究部健康増進研究室　室長）
　　　　　

※教育講演は６講演、シンポジウムは３テーマ、教育セミナー専門８領域等を企画しています。
※一般演題：122演題を募集　（口述発表50題、ポスター発表72題）　
応募期間→平成28年５月16日(月)～７月１日（金）　　応募方法は、後日報告させて頂きます。
大会ホームページ　：　URL ： http://kinki56.umin.jp/ 　
その他諸連絡は、今後ホームページ上で行う予定です。定期的にご確認下さいますようお願い申し上げます。
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